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情 報処理セ ンターの10年 間を顧みて

情報処理センター 今 泉 重 夫

奈良大学 に"情 報処理 教育 の充実"を 目的 と して、情報 処理 セ ンターが 設立 されて、早

くも10余 年 が経過 した。そ の間 、 コ ンピュー タを始 め と した情 報利 用環境 も、技 術 の発達

と共 に急 速 な進 歩 を とげ た。 現在 、世 界 中で の イ ンター ネ ッ ト利 用者 は約1億5000万 人 、

日本で も約1300万 人 の人 々が 日々、利用 し、今世紀 末 に は、全 世界 の1/3の 人 々が利用

す る と推定 されてい る。

情報処 理 セ ンター創 立10周 年 の節 目に、過 去10年 間 を振 り返 り、来 るべ き高 度情報 化社

会の進展 を考 え るの も有意義 な事 と考 え られ る。情 報処 理 セ ン ターの歩 み と共 にセ ンター

に携 わ って きた者 と して 、セ ンター の過 去 と現 在 につ い て、 ここに ま とめ てお く。

1.情 報処 理セ ンター の設立 前

1984～1985年 にかけ て、私 は在外研 究員(VisitingScientist)と して、マサ チ ュ.__.セッ

ッ工科大 学(MIT、 ア メ リカ合衆 国ボ ス トン市 郊外 の ケ ンブ リ ッジ市 にあ る)に て高精

密型微 少 カ ロ リー メ トリ.___装置 の 開発 とそれ に よる生 体 関連 物 質の相転 移 の研 究 に従事 し

て いた。

1985年2月 の雪 の降 る 日(ボ ス トン近郊 の冬 は、非 常 に寒 いが雪 はあ ま り降 らない)に

奈 良大 学 の水 野柳太 郎先 生(1985年 か ら電 算機検 討委 員 会 を組織 され、現 在 の情 報処 理セ

ンターの基 本設計 、最初 の コン ピュー タの導 入 な どにあた り、初代 の セ ン ター所 長 を勤 め

られ た)か ら、一 通 の手紙 をい ただ き、 それ を地 下鉄 の 中で読 んだ。 そ の手紙 には、 「奈

良大 学 に新 学部 を増 設 す る と共 に、来 るべ き情 報化 社会 に備 えて大学 共 同利用 施設 と して

コンピュー タ ・セ ンター(仮)を 設 置 した い。そ の コ ンピュー タ ・セ ンターの構想 、運営 、

組織 な どに関す る事 項」 な どが書 かれ てい た。MITで 実験 を しなが ら、 さっそ く、 その

返事 を書 いて いる と、外 の雪 は、さ らに激 しくな り(ボ ス トンで は、数年 ぶ りの大雪 とな っ

た)つ い に交通 マ ヒとな り地 下鉄 も止 ま り、結局 、家 に帰 れ な くな り、夜遅 くまで返事 を

書 い た こ とを今 で も思 い出 す。 〈前 年 の秋 、 レー ガ ン大統 領 が再 選 され、就 任式 が1月 に

行 わ れたが、 そのパ レー ドは、 あ ま りの寒 さの ため数 十年 ぶ りに中止 され た>

1980年 代 は、 日本 で は、 まだ情 報処 理 セ ン ター を有 して情 報処 理教 育 を実 施 して いたの

は、大規模 な総 合大学 、理 工系大 学 な どに限 られ ていて 、中小規模 の文科 系大学 で は数少

なか った。 その ため、手紙 の返事 を書 くの に、文科系 大学 で の情 報処 理教 育の イメ._._.ジが

つ かめず苦労 し、長 時 間かか って しまった。 この点 、奈 良大学 は先 見の 明が あ った と言 え

る。
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一一方
、 アメ リカで はIBM社 が パ ソコ ン事業 に乗 り出 し、 い わゆ るIBMPCが 爆 発 的 に売

れた時代 で あ った。 〈われ われ の研 究 室 で は、組 み立 てキ ッ ト(NORTHSTAR)を 買 い、 こ

れ を組立 て、 さ らに計 測制 御 イ ンター フェー ス を 自作 し、 ソフ トウェアはCP/Mを イ ンス

トール して利 用 してい た〉この 自作 パ ソ コンは時 々、動 作 が不安 定 にな った。(そ の原 因は、

メ インメモ リーや デ ィス ク ・ドライブの不安 定 に よる)相 転 移近傍 で のデ ー タ取 りは、長

時 間(3～5昼 夜)必 要 で実験 が上手 に出来て も、そ の測定 デ ー タが フロ ッピー ・デ ィス

ク(FD)に 、時 々、収 録 され てな く、が っか りした もので あ る。

その後 、研 究 室 で もIBMPC・ を購 入 し、そ の性 能 と安定 性 の 良 さに驚 い た もので あ る。

また、い まで は当た り前 のハ0ド ・デ ィス クが 内蔵 されて いて、 パ ソ コンが非常 に使 い や

す くな った事 に も感 激 した。 この頃 、MITで は学 内LANが 普及 しだ し、大学 内外 の連絡

や デー タ変換 に使 われ始 めた。研 究室 に もパ ソ コン(こ の 中 に富士 通製 のFM-7も あ った)

が急 に増 え、単 体(い わゆ るス タ ン ドアロー ン)で 使 うだ けで な く、研究 室LANを 構築 す

るこ とにな り、 ポス ト ・ドク トラルの人 を中心 に3ケ 月で完 成 させ た。 これ に よ り、 カロ

リメ トリー装置 の遠 隔運転 や測定 デ ー タの共有 化が 出来 て 、その機 能のす ば ら しさにパ ソ

コ ンを見 直 した。 こ こで始 めて電子 メール(E-mail)を 経験 したが 、 い ま、考 え る と随分 、

次 元 の低 い使 い方 を して いた ものであ る。

2.情 報処理 セ ンターの設 立

1984年(昭 和59年)に 、宝 来 キ ャ ンパ スか ら新 学部(現 在 の社 会学 部)を 増設 して 、新

キ ャ ンパ ス(現 在 の 山陵町)に 移転 す る計 画が 出来 て、 キ ャ ンパ ス委 員会 が発足 した とい

う。そ の時 に コンピュー タ ・セ ンター(仮 称)設 置 の構想 が 出て きた。 この頃 、西 村前学

長 が主催 す る懇談 会が 開かれ 各種 の案 が集 約 されて来 た。1985年(昭 和60年)の 秋 に正式

に"電 算 機検 討委 員会"(委 員 長 に水 野柳 太郎 文学 部教授 が任 命 され た)が 発足 した。 そ

の後 、数 回 にわ た り検 討 が重 ね られた。 その結果 、水野 委員 長 の も とに関係 者 を集 め て、

意見 を聞 こ う とい うこ とに な り、皆が 集 ま りやす い1986年(昭 和61年)の 春休 み の3月25

日～26日 の2日 間、宝 来 キ ャ ンパ スの会議室 で"電 子計 算機 に関 す る検 討会"を 開催 した。

その時 の議 題 は、

(1)奈 良大 学 におけ る情 報(処 理)教 育 の理念 につ い て

(2)情 報(処 理)教 育 の カ リキ ュ ラムについ て

(3)コ ンピュー タ ・セ ン ター(仮 称)の 運 営 と組 織 につ いて

(4)電 子計算 機 の導 入計 画 につい て

(5)電 子 計算 機 の機 種選 定方針 につ い て

(6)そ の他

と盛 り沢 山で 、 しか も2日 間で結論 を出す とい うハ ー ドス ケジ ュールで あ った。 水野委 員
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長 も取 り纏 め に夜 遅 くまで その任 に当 た られた。 この時 、電子 計算機 シ ステ ムの構成 とそ

の仕様 を決め て、各社 にそれ に見 合 った具体 的 な システ ム構成 と価 格 な どの提 案 を して頂

き、夏休 み 中に各社 の提 案 を検討 す る こ とに した。

夏休み の7月14日 ～16日 に 日立 製作所 、 日本DEC(代 理 店 理 経)、 日本電気 、富 士通 、

三菱電機 の五社(日 本IBMは 提案 を辞 退 した)の 提案 システ ム構成 の説 明 、価 格 、性 能 、

保 守体制 、 これ を利用 した情 報(処 理)教 育 の実績 等 の検討 会 を行 った。

これ らの結果 を持 ち よ り、10月2日 ～4日 に関係 者 に よる検 討委 員会 を開 き、導 入機種

を 口本 電気(ACOS)ま たは富 士通(FACOM)の いず れか に絞 り込 む と共 に、両 シス テム の

細 部 にわた る検討 を加 え、両 社 に再 質問書 を提 出 した。そ の結 果 、両社 よ り細 部 にわ た り

説 明 を受 け た後、11月10日 に導 入す る電子計 算機 システ ム と して、日本 電気 製ACOS430-70

を決定 し、1987年(昭 和62年)1月12日 に 日本電 気 と正 式契 約 し、ユ988年(昭 和63年)の

4月1日 よ り運営 すべ く電算 機 システム ー式 を発 注 した。 その シス テム構 成 図 を資料1に

記 してお く。
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一・方
、 コン ピュー一タ ・セ ンター(仮 称)の 建物 につい ては 、1986年(昭 和61年)9月10

日に担 当 した久米設計㈱ よ り設計 図 ・内部 仕様 書が提 示 され た。久米 設計 との事 前打 合 わ

せ に よ り、 セ ンター本 体 部分 に余裕 を持 たせ 、机 問指 導 を しや す くす るこ と、空調 機、電

源 スペー ス も少 し大 き く して 、保 守 ・点検 を しやす くす る様 に申 し入れ てあ り、 これ らの

点 を加味 された設計 となって いた。 しか し、情報 処理 セ ンタ.___.出入[、 身障 者 スペー スが

狭 く、 これ らについ ては設計 変更 し、充分 とは言 えないが 、必 要 なスペ ースな どを確 保 し

た。 その後、 関係 者 で数 回 にわた り検討 し、最終 的 に奈良大 学 、久米設 計 、 日本電気 の三

社 で調整 が必 要であ る との こ とで、翌年(昭 和62年)3月13日 に打 合 わせ会 を開 いた。主

な内容 は

(1)コ ンピュー タ ・セ ン ター(仮 称)の 設備 と内部 仕様 につ いて

(2)空 調 システ ムにつ いて

(3)電 気 回路 、通信 回線 につ いて

(4)コ ン ピュー タ ・セ ンター(仮 称)の 備 品 と附属 品 につい て

(5)そ の他

な どで、結局 、翌 日(3/14)ま での2日 問 にわ た り調整 が行 わ れた。 その後 も検 討 と調

整 を繰 り返 し、セ ンター建 物 の最終案 を決 定 したの は、 この年 の4月10日 であ った。

この様 に1987年(昭 和62年)の 春 には、ほぼ コ ン ピュー タ ・セ ンター(仮 称)と 情 報(処

理)教 育 の概 要が決 まったので 、夏休 み の7月25口 には セ ン ターの運営 と情 報(処 理)教

育 につ いて関係 者で意 見調 整 した後 、8月24日 ～25日 の2日 間 、情報処 理 セ ン ター(こ の

時、 コ ンピュー タ ・セ ン ター とい うの を止 めて 、正式 名称 と して"情 報 処理 セ ンター"に

な った)の 設置 に伴 い、情報 関連 科 目の担 当が予 定 されて い る教 員 を含 め て、最終 的 な打

合 わせ会 を持 った。 その議題 は

(1)情 報 処理教 育 につ いて

(2)情 報 処理 セ ンターの運 営 につ いて

(3)そ の他

であ り、 こ こですべ てが決 まった。 また、夜 には初対 面 の人 もい たので懇 親会 を奈良市 内

で開 いた。

秋 にな り水野 委員 長が 中心 にな り、新設 後 、セ ンター運営 に必 要 な経費 を算 出 して、"昭

和63年 度情 報処 理セ ン ター予 算案"を 作 成 して 、大学 当局 に提 出 した。

******

1988年(昭 和63年)に 入 り、 日本電気 と電 算機 システム導 入 に伴 う打 ・合わせ を数 回持 っ

て、事 前準 備 を した。この頃、現 在地(山 陵町)に 新 キ ャンパ スが完 成 し、入学試 験 もさっ

そ く行 われた。情 報処理 セ ン タ.___も完 成 して、空 調機 システム も設置 され たが、コ ンピュー

タと連 動 に よる 自動 運転 の ため空調 機 は動 作せ ず 、厳 寒 の時期 、清掃 、準 備作業 、配線 な
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どを行 い、寒 い思 い を した こ とは忘 れ られ ない。3月20日 に電算機 システ ムの搬 入が 開始

され 、 これ よ り10日 間 にわた り梱 包 を解 い た り、その組 み立 て、現 地調 整が行 わ れた。水

野 委員長 の他 、セ ンター兼任 の先 生 は、前職場 を早 め に切 り上 げて、実 質3月20日 よ りセ

ンター勤務 にな り立 ち上 げの手伝 い を した。 しか し、電 算機 システ ムの システム設計 が 出

来 て お らず く当時 で、6ヶ 月 ～1年 必 要 であ っ た〉、 と りあ えず仮 のOSで 運 用 す る こ と

に した。仮 とはい え インス トー ル作 業 に手 間取 り、新学期 に間 に合 うか心 配 した もので あ

る。 ただ し、 レーザ ー ・プ リン ター(出 力装置)は 、最 後 まで調子 が悪 く、一 年後 にプ リ

ンター本体 の入 れ替 え を した。3月 とはい え、 まだ、寒 く、空調 機(省 エ ネ型 の ため、電

算機 本体 の発 熱 を利 用す るの で、 ヒー ター回路 が無 い)が あ って も動 作 しない状 態 が続 き、

今 で も、 セ ン ターは寒 い思 いがす る。 この様 に充分 な準備 が で きない うち にユ0日間が また

た く問 に過 ぎて しまった。

******

1988年(昭 和63年)4月1日 には、初代 セ ンター所 長 水 野 柳太 郎教授 が着 任 し、正 式

に奈 良大学情 報処理 セ ンターが 開設 され た。教 員 は兼 任 で五 名(今 泉 重夫 、湊敏 、 中嶋 二

〇
、横 田浩 、市 ノ瀬慎0)、 村松 豊 一 セ ンター課長 、油 良勇 職 員 の各氏 が 着任 した。直 ち

に行 うこ とは情 報処 理教育 の実施 で あ った。 さっそ く教養 部で 開講 され た"情 報 科学"に

は、受講 生が 集 ま りす ぎて、 その調整 に手 間取 った。 急遽 コマ数 を増 や して、社 会学部 の

先生が 一部 を担 当す るこ とにな った。 また、パ ソコ ン端 末(PC-9801VM)も 、25台 増設 して 、

第二 電 算実 習室 と した。研 究 支 援 用 に京 都 大学 大 型計 算機 セ ンターの端 末 機(富 士通 、

FACOM9450ΣmkH)も6月 には オ ンライ ン接 続 して 、 各種 の計算 の他 、 デー タ ・ベ ー スの

検 索 な どに利 用 した。

仮 のOSと は言 え、使 い勝 手 はあ ま り良 い とは言 えず 、講 義 を しなが ら、そ の操 作 に慣

れ るの は大変 であ った。兼任 の ほ とん ど教 員 は 日本電 気製(ACOS)の 電 算機 で仕事 を した

経験 が無 か ったの も災い した。 そ こで早 く自前 のOSが 必 要で あ るこ とを痛 感 し、新学期

か らす ぐにシステ ム設 計 に入 り、夏休 み も返 上 して の作 業 とな り、予定 よ りも早 く9月 初

旬 には完 成 した。そ して夏休 み も終 わ りの9月13日 に、 日本 電気 の協力 に よ り仮 のOSを

奈良大学 の利用環 境 に合 わせ た独 自のOS(ACOS/AVP-4)に 再 インス トール して、 同 日よ

り運転 を開始 した。一 方、 パ ソ コン端 末 との接 続 も本 来のTSS接 続 で は、そ の操 作が複

雑 で難 し く、初心 者の実 習 には向 いて い ない こ とが分 か り、新 た に専 用 エデ ィター(DSE98)

を採 用す る事 に よ り、電算機 実習 が スム ーズ に行 える よ うに改 良 した。 セ ンター外 端末 も

電 話 回線 に(同 期 手川頁方式 の)デ ィジ タル信 号 を乗 せ て、 各学科 の共 同利用 室 に設 置 され

たパ ソ コンか らもセ ンターの コ ンピュー タが 利用 で きる様 に なった。 これ らの技術 情報 、

仕事 の 内容 、仕様 な どの情報 を学 内 に流 す必 要 にせ ま られ 、広 報 活動 の一環 と して、 セ ン

ター ・ニュ ース第0号 が発 刊 されたの も9月!0日 であ っ た。
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セ ンター業務 が軌道 に乗 り出す と、諸規 則 の制 定 、セ ンター案 内 と利 用法 の冊子 の創刊 、

セ ン ター予 算案 の作成 な どが必 要 に なった。 これ らの仕 事 に対応 す るため 、情 報処 理 セ ン

ター検 討委 員会 が設置 され、 第 …回の委 員会が11月25日 に開か れ、以 後、年 内 に5回 の 会

議が 開催 され た後 、年 が明 けた2月3日 には、「情 報処理 セ ン ターの運営等 に関す る答 申」

が まとめ られ て、水 野委 員長 よ り水 津学長 に提 出 され、3月15日 の全 学教授 会 にて承 認 さ

れた。

3.汎 用機 か らコン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク に

情 報処理 セ ンター設立 当時 は、…般 的 に汎 用電 算機 をTSS(時 分 割)方 式 に よる専用

端 末機 で利 用す るのが 一般 的 であ った。 この 頃、パ ー ソナ ル ・コ ンピュ.___タ(パ ソコ ン)

の性 能が飛 躍 的 に向 上 した ため、専 用 端 末機 か らパ ソコ ン端 末 機 に変 わ り始 め た時 期 で

あ った。一般 的 な業 務 はパ ソコ ンで処理 と、負 荷の掛 か る業務 は汎用機(ホ ス ト機)で 処

理 す る"分 散処理 方式"に な りつ つあ る時代 であ った。 その ため、 セ ン ター設立初期 の 頃

は、電算機 本体 の機 能 の強化(例 えば、演 算 プ ロセ ッサ ーの増 設。 イン ター フェー スを増

強 して負 荷 の分散 をはか った。 専 用端 末機(N5200)を 増 設 して、 システ ム プロ グ ラムの

開発 、 メ ンテ ナ ンス を効 果的 に行 うな ど)が 行 われ た。

元 来パ ー ソナル ・ユ ーズで あ るパ ソコ ンが安価 で高性 能 を有す るよ うにな る と、負荷分

散 を図 るため、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クが導 入 され使 い勝 手 が、 一段 と良 くな った。

い わゆ る、 ワー クステ._._ション(WS)に よるサ ーバ ー一機 とパ ソ コ ン(PC)に よる クラ

イア ン ト機 との ネ ッ トワー ク化(C/S方 式)が 急 速 に普 及 し始 め た。 まず 、WS(こ の

ころは、エ ンジニア リング ・ワー クス テー シ ョン。EWSと い って いた)に よる小 規模 ネ ッ

トワー ク(LAN)を 構築 す る 目的 で、平 成元年度 の秋 に私学 助成(価 格の2/3を 国庫

よ り補助)を 得 て、EWS(HP9000/360CMAX)を 購 入 し、パ ソコ ン(PC9801VM)と ネ ッ ト

ワー ク接 続 した。 ネ ッ トワー クは イーサ ネ ッ ト接続 の ため、 ハ ー ドウェ アは簡 単で あ った

が、 ソフ トウ ェアについ ては、 その イ ンス トー ル、活性 化 、環 境設 定 な ど何 分 に も始 め て

の こ とで、結構 、苦労 した。 メー カー(HP)の レスポ ンス ・セ ンター には、何 度 も資料

を送 り、教示 して もらい 、設 定 、利 用環 境 の修 正 の繰 り返 しであ った。 そ こでマ ス ター し

た技 術 な どは、現 在 の ネ ッ トワー クに も生 か され てお り、今 となれば、貴 重 な経験 とな っ

た。

1991年(平 成3年)に は、無手順 方式 の ネ ッ トワー クであ る"SSネ ッ ト"を 私学助 成

を得 て導 入 した。今 日の ネ ッ トワ.___ク時代 の幕 開けで もあ った。これ は、情 報処理 セ ンター

内、全 国共 同利用 大型計 算機 セ ンター、学内 を電話 回路 で結 んだ ネ ッ トワー クであ る。 も

ちろ ん、電 話 回線 を使 ってい るので、 自宅 、下 宿先 か らも利用 で きる。 しか も、 メニュ ー

方式 で あ ったので、従 来 に比べ て利 用環境 が か な り改善 され 、 コ ンピュー タ利用 が 身近 に
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感 じられ る ようにな った。 しか し、転 送速度 が4800bpsと 低 速 で、扱 え るのが文字情 報 の

みで 、今 日、常 識 に なってい る画像情 報 、音 声情 報 な ど(い わ ゆ るマ ルチ メデ ィア)が 使

えないため 、1995年(平 成7年)の 本格 的 なキ ャンパ ス情 報 ネ ッ トワー クシステ ム(NUICE)

の導 入 によ り、これ に置 き換 え られた。

SSネ ッ トの導 入時 に携 帯型 パ ソ コ ン(PC-9801nv)が500台 導 入 され 、その うち!30台(2

教室分)がSSネ ッ トに接 続 され、1人1台 の利 用環境 で実 習 が出来 る ようにな った。単

体で は、統 合 ソフ ト(MS-Works)が 利 用 出来 て、 ワー プロ、表計 算 な ど、いわ ゆ る、情報

リテ ラ シー教 育 に も利 用 され た。家 庭 や下宿 先 で も利 用 出来 る よ うに、残 り370台 の ノー一

ト型パ ソコ ンが貸 し出 され、学 生 には評判 が 良か った。 もちろん、 これ らの事業 をサ ポー

トす るため 、学生 、教職 員対象 の講 習会 を度 々、 開催 した。

本 格 的 な ネ ッ トワー ク時 代 の到 来 を向 か え、従 来 の汎 用 コ ン ピュー タ(ACOS430/70)

で は、大規模 な統計 処理 、マ ルチ メデ ィア、情 報通信 な どには、各種 の不都 合 が生 じて来

て 、セ ンター 開設4年 目の1991年(平 成3年)に は、次期 機種 選定委 員会(次 期 機種検 討

を兼 ね る)が 正式 に発足 した。 同委 員会 は機種 の選定 に とらわれず 、情報処 理 のあ り方、

そ の教 育 の内容 に まで遡 って検 討 した。 また、私学助 成(レ ンタル補 助)を 得 る とい う条

件 の も とで作 業 を進 め た。大学 と して は、 レンタル助 成 は初 めて の経 験 で、文部 省私学 助

成課 、私立 大学等情 報教 育研究 協議 会(私 情協)に 何 度 も行 き、指 導 を仰 い だ。特 に、 シ

ステ ム構成 、利用 実績(利 用件 数 、利 用者 数 、全利 用 時 間、CPU負 荷 率 な ど)、 価格 な

ど細 か いデー タを求 め られ た。機種 選定 委員 会 も数 回 の協 議 を重 ね、 その結論 を出す事が
'
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資料2シ ステム構成図
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それ は、"新 システ ムは クラ イア ン ト/サ ーバ ー方式 に よる分散 処 理方 式 と し、計 算 サ ー

バー(ConvexC3430、 主 メモ リー512MB、 演 算速 度200MFLOPS)、 グラ フ ィックス ・ワー ク

ステ ー シ ョン(SGI,IRISIndigoXS24,主 メモ リー32MB)、 ワー クステー シ ョン(SUN,

SPARCStation2,IPX〈2台 〉,IPC〈35台 〉)に よるLANと す る"で あ った。従 来 の汎 用

機 とパ ソコ ンはSSネ ッ トで接 続 した。 しか し、その利 用範 囲 は大学構 内及 び情 報処 理 セ

ンター内での ネ ッ トワー ク接続 で 、外部 とは、電話 回線 で のみ接 続 可能 となった。 その シ

ステ ム構成 図 を資 料2に 記 してお く。

この時期 に、情報 処理 セ ンター隣 に、 大学 院 開設準備 が進 め られ、総 合研 究棟 が建設 さ

れる事 とな った。 この2階 の東 側 に、情報 処理 セ ン ターの講義 室 、第三電 算実 習室 、共 同

利用 室、準備 室が増 設 され 、その 第三電 算実 習室 に ワ0ク ステー シ ョン37台 に よるLAN

を構 築す る計 画 とな った。 当時、文 科系大 学 で ワ.____クステ ー シ ョンをこの様 に37台 導 入 し、

ネ ッ トワー ク接 続 して本 格的 な情報 処理教 育 を実施 す る大 学 は、数 少 なか った。

1992年(平 成4年)の 秋 く9月8口 にはConvex機 が搬 入 され、9月28日 にはSUNWSが

搬入 され た〉、 スーパ ー ・ミニ コ ン ピュー タ(Convex)と ワー クステ ー シ ョン(SUN)に よ

るネ ッ トワー クが完 成 した。 その後 、 シ ステ ムの再調 整 、環境 設定 を繰 り返 し、年 も押 し

迫 った12月10日 ～11日 にわた り、学 内講習 会 を開催 して 、新 システム を紹 介 した。 また、

念願が か なって!0月 よ り私 学助 成(レ ンタル補助)を 得 る こ とが出来 た。

1993年(平 成5年)の3月16日 の総 合研 究棟竣 工式 に合せ て、第三 電算実 習室 、共 同利

用室 にLAN(Ethernat)を 増 設 し、SUNワ ー クステ ー シ ョン(IPX2台 、IPC35

台)等 をネ ッ トワー ク化 し、そ れ を完 成 した。 そ して5月18日 には 、奈良大学 創立25周 年

記 念、総 合研 究棟 竣工 記念式 典 が挙行 され て、情 報 関連 施設 もここで披 露 され た。 これ ら

の諸設備 、利用環 境が 整備 され 、教 育 、研究 利用 だ けで な く、 各種 の講 習会 や市民 向 けに

公 開講座 も実施 され 、 この 頃 よ り多数 の参加 者が あ った。例 えば、

・ワー プロ入門 ・コ ンピュー タ入門

・分子軌 道法 講座 ・SPSS講 習 会

・ビジ ネスのため のWS入 門 ・携 帯型 パ ソコ ン操 作法

な ど実 施 された。

4.本 格 的 な コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー クへ

1994年(平 成6年)ご ろ 、LANとLANを 相 互接 続 した 世 界 規 模 の ネ ッ トワー ク、 い

わ ゆ る イ ン タ0ネ ッ トが 急 速 に 普 及 し始 め た 。 本 学 も学 内LANを 拡 張 して 世 界 規 模 の

ネ ッ トワー ク に加 入 しよ う と い う事 に な り、 この 頃 か ら準 備 作 業 を 開 始 した 。 ネ ッ トワ0

ク ・イ ンフ ォ メ ー シ ョ ン ・セ ン タ ー(NIC)に ドメ イ ン名(naryu.ac.jp)、IPア ド

レ ス(202.245.X.Y)を 申請 、 取 得 な どの 諸 手 続 を し、 そ の 準 備 作 業 を 開始 した 。 初 め て
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の事 で、資料 や参考 書 を読 み なが ら、悪戦 苦 闘 したが 、時期 を同 じ くして大 阪大学 大型計

算機 セ ンターが 中心 とな り、大 阪地域 大学 問 ネ ッ トワー ク(ORIONS)が 立 ち上が り、

その後 は何事 もスム ーズ にこ とが進 ん だ。 幸 い したの は、ハ0ド 面 にお いて キ ャンパ ス建

築 時 に、 この事態 を見込 んで 、情 報 配管(100mmΦx3本)が 大 学構 内 に張 り巡 ら されて

いて、 ネ ッ トワー ク構築 時 には必要 な光 ケー ブル を簡単 に敷設 出来 た事 であ る。 これに よ

り工事 も非常 に安価 に、 しか も早期 にキ ャ ンパ ス情報 ネ ッ トワー クが完成 す る ことが 出来

た。 この時 、将来 を見据 えた事 業 の大 切 さを知 った。 また、 ネ ッ トワ.__.ク化 は大 学 のみ な

らず全学 園(附 属 高等学 校、 附属幼稚 園)で 事 業 を展 開 す る必 要が あ る との こ とで、正 強

学 園 キ ャンパ ス情 報 ネ ッ トワー ク検討 委 員会が 発足 した。約一 年 間に わた り検討 した結 果

"大 学の教 員1人 につ き1台 の情報端 末(パ ソコ ン)を 配置 して
、電 子 メー ル、 イ ンター

ネ ッ トが利 用 出来 る環境 にす る"と い うこ とに なった。 同時 に、学 生の実 習 につい て も、

第一、第二 電算実 習室 の60台 分 の パ ソ コンを設 備更新 して、 それ をすべ て ネ ッ トワー ク接

続 す るこ とに した。

1995年(平 成7年)の 春休 み を利 用 して、 クラ イア ン ト機(パ ソコ ン)の 更新 とネ ッ ト

ワー ク接続 を行 った。(PC9801VMか らPC9801BA3と な り、MS-DOSか らWindows環 境 となっ

た)そ して夏休 み に入 る と同時 に学 内LAN敷 設工 事 を開始 した。暑 い時 に、天 井 にあが っ

た り、EPSの 部屋(ケ ーブル類 、 ス イ ッチ類 が格 納 され ていて 、エ ア コ ンは無 く、風 も

図
書
館

(D
榛
)

}
資料3奈 良 大学 ネ ッ トワー クシステ ムー系統 図 一
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まった く通 らない)で の作 業 は大 変 であ った。学 内LAN(正 式 には 、奈良大学 キ ャンパ

ス情報 ネ ッ トワー一ク、略称NUICE)を まず完成 させ て、9月11日 には事前 の打 合 わせ

通 りORIONSの ゲー トが 開かれ て、 イ ンター ネ ッ トが利用 出来 る ようにな った。 す な

わ ち、

NUICE← →ORIONS← →SINET← →INTERNET

が完 成 した。基幹 ネ ッ トワー ク につい て は、当時 、まだ珍 しか ったATM方 式(Asynchonous

TransferMode)に よる仮想LANと し、将来 に備 えて、建物 問 は(ブ ロー ンフ ァイバ ー)

光 ケーブル を布 設 した。 これ はマ ルチ メデ ィア を重視 した設計 で あ った。 当初 、パ ソ コ ン、

ワー クステー シ ョンを約250台 接 続 した ネ ッ トワー クで あ った。 これ らの システ ム構 成 図

を資料3に 記 してお く。

11月14日 には、関係 者 を招待 して 、完 成披 露 を総 合研 究棟 で行 った。(こ の時 、 アメ リ

カの ホ ワイ トハ ウスや 当時 、大 阪 で開催 され てい たAPECな どの ホー ム ・ぺ.__.ジに接続

した)ま た、奈 良大学 のホ ーム ・ペー ジ(HP)を 完 成 させ よう とい う事 で、湊先 生 の指

導 の下 に、事 務職員 が 中心 とな って、 ホーム ・ペ ー ジ作成委 員 会が発足 し、年度 末 には奈

良大 学 のHPが 完成 した。 その 間 、 イ ン ター ネ ッ トの利用 法 、(Winbiffま た はEudora-J

に よる)電 子 メールの送受 信法 な どの講習 会 を行 って、利用 者 の便 をはか った。

1996年(平 成8年)の 新 年(ユ/11)に は、従 来の情 報教 育 の点検 お よびその検討 を行

い、新 情報 システムの再構築 を して、次 の年の4月 よ り新 システム を稼働 させ る とい う目

的 の もの とに、新 た に"コ ンピュー タ検 討委 員 会"が 発 足 し、1年 にわた り、そ の検 討が

何 回 も開催 され た。 そ して、1997年(平 成9年)の1月23日 に、最 終案 が湊委 員長 の もと

で ま とめ られて、大学 に提 出 され た。 それ は、

「新 システ ムで は
、利 用 しやす い情 報利 用環境 お よび一層 の分散 処理 化 を行 うため、

TCP/IPで 接 続 され た コ ンピュー タ群 を7系 列 に分割 す る。

①計 算 ・フ ァイルサ ーバ ー系

② グラ フィ ックス処理 サ ーバ ー系

③ セ ンター業務系

④ クライア ン ト系

⑤ 教 員系

⑥ 事務 処理系

⑦ 図書館 系

で あ る。計算 ・フ ァイルサ ーバー系 は、高 速演算 と多数の フ ァイル の格 納 お よびUNIX

教育用 で ある。 グ ラフ ィ ックス処理 サーバ ー系 は、大 きな画 像 フ ァイル を扱 うグ ラフ ィッ

クス教 育用 であ り、セ ンター業務 用 は各種 サ ーバ ー類 とネ ッ トワー ク監 視 な どネ ッ トワー

ク と関連す る業務支援 用 であ り、 また、 クライア ン ト系 は、主 と して情 報処理 教育用 で あ

一44一



「奈良大学情報処理セ ンター年報No .10」

る。」 とい う答 申であ った。 そ の システ ム構成 図 を資 料4に 記 して お く。 過去 の利 用 実績

に もとつ いて 、ネ ッ トワ.__._クの大 幅 な変 更 を行 い 、再構築 を行 った。 また、 図書館 システ

ム もオフ コ ンか ら、 クライア ン ト/サ ーバ.__.方式 に して、利用 者 の便 をはか っ た。利 便性

とセ キュ リテ ィー につい ては留意 して 、 この面 で の強化 をはか った。 あわせ て、学生 証 の

カー ド化 、電子掲 示板 、証 明書 自動 発行 システ ムの導 入等 も行 って、学生 サ ー ビスの向上

もはか った。 検討 の途 中に は(平 成8年11月21日)、 教 員 対 象 に新 システ ムの説 明会 を開

催 して、 その意 向 もシス テム に反 映 させ た。納 入業 者(日 本HP、 日本電 子計 算)と も事

前 に綿密 な打 合 わせ会 を9回 持 って、 出来 るだ け短期 間 に設置 、調 整作業 を終 えて、早 く

利用 出来 る よ うに配慮 した。

1997年(平 成9年)に 入 り、新情 報 シス テムの リプ レー ス準 備 に入 った。 まず 、旧機種

の ワー クステ ー シ ョンの撤 去作 業 、 ネ ッ トワー ク配 線作 業、電 源工 事 な ど予定 通 りに進 め

た。2月13日 には、新機 種 の搬 入 を開始 し、 直 ちに組 み立 て、調整 を行 った。 セ ンター開

設10年 目 と もなる と、 ネ ッ トワー ク、 その調整 な ど慣 れて きて仕事 は順調 に進 んだ。一通

りの調 整、利 用 環境 設 定 な ど終 了 した3月17日 には、教 員 向 け に第 一 回 目のWindowsNT

4.0の 説 明会 を行 い 、5月2日 に は、SPSS(統 計 処 理 ソ フ トウェア ・パ ッケー ジプ ログ ラム)

講 習会 な どを行 った。 また、平 行 して学 生の利 用 も新学期 よ り開始 し、それ らの利用 経験

を もとに、利 用時 に不都 合 な点、不 便 な点 な どの再 調整 を夏休 み休 暇 中 に実施 した。 この

様 に利 用 しやす い新 システ ムへ の リプ レー ス によ り以前 よ りも利用 者が増 えた。 また、 イ

ンタ.___ネッ ト、電 子 メー ルの利 用者 も増加 した。

ORIONS(大 阪 大 学)NTT(公 衆 回線)

Ipc _edul-net

驚黒
鋤瀦島

ネットワーク機 器

｠一 一一一一1｠ぶ 　む
　 　ぬ ね

酵 呈鍵 螺 ・ 　 ___一)その他 支線はIOMbps(IOBASE-T)

(SPP1600)(NPW/Sx2)(NTServerx3)(NIW'Sx9)

シス テム室

資料4奈 良大学 ネ ッ トワー ク系 統 図(NUlCE)
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5.情 報処理 セ ンター の現状 と今後 の課題

この様 に情報 処理 セ ンター開設 時 に比べ て、情報環 境 は急速 に変 化 した。特 に、

① 情報 通信 の発達

② 情報 環境 の構築概 念 の進展

な ど、著 しく情 報環境 が変 貌 し、それ は開設 当時 の予想 をはるか に越 える もの であ った。

セ ン ターの設 立理念 ・目的 を果 たす為 に、新 た な システム構築 に よ り教 育お よび研 究支 援

を行 い、学 内LAN(NUICE)の 構築 、 そ して イン ター ネ ッ ト接 続 を終 え、全 世界 的 な規

模 の情報通 信 ネ ッ トワ0ク へ 参画 す る事 が 出来 た。

情報環境 の さらなる充実 は、今後 の 大学の使 命 を考 える とき、最 重要項 目であ り、セ ン

ターの果 たす役割 は大 きい。 セ ンター設立 目的 に向け て、限 られ た人的構成 で、 可能 な限

り努 力 して来 た と言 え る。 今後 、時代 の要請 に合せ た情報 利用 環境 を さらに充実 してい く

事 が大切 であ る。そ のため に は、人的側 面で の充実 と共 に、全 学的 な立場 か ら、 カ リキ ュ

ラム構成等 を含 め た統 一一的 で体系 的 な情報 教 育が必 要で あ る。

今後 の問題 と して 、従 来 、基礎情 報(処 理)教 育 、応 用情報(処 理)教 育等 には情報 処

理 セ ンターが広範 囲 に利 用 され てい るが 、 これ ら統 一的 で体系 的 な情 報教 育 はい まだ 十分

とはい えない。情報 処理 セ ン タ.___.として、今後 、情報 教育 や研究 を積 極 的 に支援 して行 く

予定 に してい る。 また、次 の課 題 も重要 であ る と考 えて い る。

1.情 報 科学 の研 究分 野へ の拡 大の対応

情報 科学 は以 前 か ら研究 されて いるが 、最 近 の拡大 は 目覚 ま しい ものが あ る。理 工

学分野 は もとよ り、社会科 学 、 人文科 学 、 言語学 な ど情 報 にか か る問題 が急速 に拡 大

して いる。 これ らの基礎 的 な事項 を支援 で きる体 制 をすみ やか に整備 す る。

2.マ ルチ メデ ィアな どの情 報技術 へ の対応

コ ンピュ.___タ技 術 の進展 は 、単 にハ ー ドウェア技 術 だ けで な く、 コ ミュニケー シ ョ

ンの新 しい技術 、 ネ ッ トワ0ク 技術 の理解が なけれ ば、進歩 は ない。 ソフ トウェアの

幅 広い進 歩 に対 応 して、 システム作 りを基本 とした ネ ッ トワー ク関連技術 な どへ の対

応 が必要 であ る。

3.情 報 ネ ッ トワー ク化 とそ の定着

情 報 ネ ッ トワー クは、今 や社 会で な くて は な らない存 在 にな ってい る。情報 ネ ッ ト

ワー ク環境 の展 開 と浸 透が情 報 の重要性 を社 会の 中 に定 着 させ た と もい える。 反面 、

その 「もろ さ」 を認識 す る こ とも必 要 であ る。本学 におい て、そ の基盤 整備 は完 了 し

た と言 え、その定 着 とその上 に立脚 した一層 の発展 を 目指 す 為 に、 ネ ッ トワ.__..ク管理 、

支援体 制 を充実 させ て行 くこ とが急 務 であ る。
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4.情 報 倫理教 育 の必 要性

情報 は、わ れわれの 人間社 会、 さ らには 「人 間」 に も広 く、深 くかか わ ってい る。

従 って、 その情報 につ いて 「価 値」 を正 し く認 識 し、生 産 され た情 報 を尊 重 し、そ の

上 に立 っで 情報 の活動 が 円滑 に行 われ る よ うに しな ければ な らない。 これ らを教 育 の

場 で、 いか に実現 してい くか とい うこ とを、具体 的 な教 育 カ リキュ ラム に盛 り込 む必

要 があ る。

5.お わ りに

奈 良大 学情報 処理 セ ンター 開設10周 年 目に、 イ ンフラス トラ クチ ャー として 、キ ャ ンパ

ス情報 ネ ッ トワー クが本格 的 に稼働 した。 これに よ り情 報利 用環境 が 飛躍 的 に改 善 され、

利用者 も格段 と増加 した。 これ を利用 して奈 良大 学 の有用 な情報 を世 界 に発信 し、 ネ ッ ト

ワー クを利用 した新 しい文 化 、新 しい社会 をいか に創 出 して行 くかが 、今後 の重 要 な課題

で ある。

付記)情 報 処理 セ ンター設立前 の諸 会議 の議事 録(特 に、昭和61年 度)を

資料5に 掲 載 してお きます 。本文 とあわせ てお読 み くだ さい。
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資料5

会 議 録 等(原 文の通り写す)

(1)電 算機検討委員会記録

時

所

者席

日

場

出

昭和61年3月13日(木)10:40-12:00

学長室

西村学長 、水野(柳)委 員長 、本 田教務部長、伊佐事務局長

市 川、中川、木村 、野崎、碓井、水野(ID、 泉 各委員

内田総務課長 、松 井教務課長、山本総務係長

審議 の経過並 びに結果 について

1.電 算機導 入 日程 について

水 野委員長 よ り資 料 に基づ き電 算機の導 入スケ ジュー ルについて説明 がお こなわれ、 日程 に

ついて検討 され た。

特 に、電算 機教育 について は、 一般教 育等 に 「情報 科学」 の 科 目を新設 してお こな う予定の

ため、カリキュ ラムの変更 を しなければな らないのでカ リキュラムにつ いては教務委員会、また、

学則改正 は企画委員会での審議 が必 要である との説明があ った。

2.電 算機検討会 について

水野委員長 か ら資料 に基づ き電算機検 討 会の説 明がお こなわれた。 この検 討会は、社会学部

設置 に伴 い電算機教育 に関す る担 当の就任 予定者 を交 えて検 討する もので あ り、この委員会の

委員の出席 依頼 があった。

また、この検討 会では、コンピュー タセ ンターの名称 、文学部 の電算機教育 に関す るカ リキ ュ

ラム等 の検討 もお こな うとの説明が あった。検 討会実施 に関 し、学 内の打 ち合せ を3月18日 に

お こないたい との提案が あ り、中川、碓 井、泉 各委員 とで行 うこ とがr承 され た。

以上

(2)電 算機検討委員会記録

日 時 第1日 目 昭和61年3月25日(火)14:00-17:00

第2日 目 同 年3月26日(水)9:00-!3:00

出席者

第1日 目 大浦理事長、西村学長

水野(柳)委 員長、市川、野崎、中川、木村、碓 井、泉各委員

伊佐事 務局長、内田総務課長、松 井教 務課長、山本総務係 長

(外部)

_1泉鈴鹿 ⊥業 高等専門学校助教授 、小 倉高知医科 大学助教授

湊弓削 商船 高等 専門学校講 師、長谷 川東北 大学 大学 院生

第2日 目 水野(柳)委 員長 、市 川、中川、木村 、碓 井、泉 各委 員

伊佐事務 局長 、内田総務課 長

(外部)

今泉鈴鹿 工業 高等 専門学校助教授 、小倉高知医科 大学助教授

湊 弓削商船高等 専門学校講師、長谷川 東北 大学 大学院生

場 所 大会議場

審議 の経過 につ いて

(第1日 目)

西村学長 、大浦理事長か ら挨拶がお こなわれ、検 討会が開催 された。

1.情 報処理教育の理念 について

水野委 員長 よ り、奈良 大学 にお ける情 報教 育の理念 につい て審議 を願い たい との提 案があ り、

各委員か ら意見がだ された。

○一般教 育の情報科学 は、基本 と して コンピュ0タ を川 いて教 育す る ものであ り、電算機 の構成か
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らプログ ラ ミングの入 門 を教 えるこ とを考 えて いる。 その場合、 コ ンピュー タセ ンターの運営 の

なかでお こな う。

○専門教育は、セ ンターか らはず した方が よい。

○電算機 を使 うだけでな く、社会で どの ような役割 を果 してい るのか とい うことを教 えてほ しい。

○ プログラ ミングの基礎 を教 えたほうが よい。

2.教 科課程 について

セ ンターの教 科課程 については、 一般 教育の 「情報科学」、社会学部 の 「プロ グラム言語」等 、

文学部 、その他 の教職員、就職講座 などが考 えられ る。今後 さらに検討 してい く。

3.コ ンピュー タセ ンターの運営 ・組織等 について

(1)セ ンタ0の 名称

各委員か ら名称の意見がだ され、「情報処理教 育セ ンタ0」 が多かった。

(2)運 営 ・組織

運営 は時 間を きめて利用 させるほ うがいい との意見が多か った。

組織 は、セ ンター長、 専任教 員数 人、技官2人 、事務職 員2人 とい う案が だされた。 さらに検

討 してい くことになった。

(3)セ ンター内の部屋 の配置

別紙資料 に基づ き審議 された。 と くに70人 教 室 につ いては、普通教室 と して考 えてほ しい と野

崎委員 よ り意見がだ された。

4.ま とめ

西村学長 よ り、情 報教育 に今 後 重点 を置 きこれ を特色 と して強化 しなけれ ばな らない。 また、

小規模大学 が大 きな機械 を導 入す るか らには、それ を充分活 用 しなければな らない と第1日 目の

まとめが述べ られた。

(第2日 目)

1.セ ンターの部屋 の配置 につ いて

第1日 目の続 きとして、審議 され 、各委員か ら意見が だされた。

今後 意見 を参考 に し、検討す ることとなった。

以上

(3)電 算機検 討委員 会記録

日 時 第1日 目 昭和61年5月22日(木)15:00-16:30

場 所 学長室

出席者 水野(柳)委 員長、中川、碓井、泉各委員、松井教務課長

議 題1.電 算機価格見積の システム構戒 について

2.そ の他

1に つ いて

別紙 「電算機選定 の基本 方針(案)」 についての説明があ り、早期 に各業者へ資料 の提 出を依頼

したい旨の提案があ り、…部修正 して送付 する ことにな った。

設備内容 について は、提 出 された資料 に基づ き検討 を行 う。

2に ついて

イ)コ ンピュータの補助 金申請 については検討 中

ロ)コ ン ピュー タ費用の分担 について

1欝 灘 徴収一 一 ・ら分担を季一 ・
ハ)科 学研 究費補助 金の利用

二)コ ンピュー タ実 習費の在 り方 につ いて、今後検討す る必 要が ある。

以 上
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(別紙1)

電算機選定の基=本方針(案)

昭和63年 度運転開始予定の電 算機 主 システムは、当面次 の方針 に より選定す る。

1.情 報処理教 育に利 用す る事 を目的 とし、併せ て研究用の利用 も考慮す る。

2.シ ステムは安 定性の ある機 器 によって構成 し、 トラブルの発生原 因 となる機器の組込 みは避

け る。

3.運 転 に要す る人員 は、必要最小限 とす る。

4.次 の項 目は別途検討す る。

a

、
D

C

d

e

特殊機器の設置

パ ソコ ン ・スーパーパ ソコンの設置

研究上の要請

ソフ トウェア ・パ ッケー ジの購 入

その他

(別紙2)

昭和 年 月 日

殿

奈 良 大 学

平素は本学 の研究教育 に何 か とご協力 を賜 わ り厚 く御礼 申 し一ヒげ ます。

早速 なが らお手数ですが、 ド記の条件 によ り再度電算機 システムお よび価格(「 買取」 の場 合 と 「レ

ン タル料 ・保守契約料」 お よびそ の他必 要な経費 な らび に各単価)に つい てご提案 下さい ます よ う

お願 いいた します。(特 記事項 もあ りま した ら併記 していただ くようお願い 申 し1,げ ます。)

なお、資料 について は、3部 提 出 していただければ 幸いです。

記

1.使 用 目的 情報処理教 育

情報科学 、電算 機概論、 プロ グラム言語 等の ・般教育 お よび実習用 に利 用 し、 さ らに専 門の教

育研究 に も利 用す る。特 に 一般 教 育の実 習がFJ滑 に処理 で きるよ う配慮 す る とともに、最小 の人

数で運用可能な ものを提案 して下 さい。

2.ハ ー ドウェア構成

(1)主 記憶容量:10MB以L

!0MB以 下の場合 は理 由を知 らせ て 下さい。

(2)磁 気 デ ィス ク装置:端 末機80台 以 ヒを接 続 した場 合 これ を適性 に運転 で きる記憶 容量 と設置

台数。

(3)磁 気 テ0プ:シ ステムバ ックア ップ用の他 にユーザー利用用 として1台

(4)ラ イ ンプ リンター:1台 以L但 し漢 字が使用 で き、適¥」/な速度 を有す る こと。 オー トカ ッ

ターの付 属が望 ま しい。

(5)レ ザー プリンター:プ ロ ッター または静電 プロ ッター1台(モ ノクロ)

(6)カ ー ド読取装 置:1台

(7>マ ー ク読取装置:1台 カー ド読取装 置 と併用で きる装置で もよい。

使用 カー ドは、80桁 カー ドかA4カ ー ドか を明示 して ドさい。

(8)カ0ド 穿孔機:1台

(9)端 末機:利 用者端 末 と して80台 程度 を接続 する。パ ソコ ン端 末が望 ま しい。 この うち10台 程

度 をグラフ ィックター ミナ ルとす る。

また10台 程度はセ ンター外の研 究用端末 と して設置する。なお、画像 処理端 末(デ ジ タイザ ー

と前記 よ り細 かい ドッ トを有す るグラフ ィックタ0ミ ナル)を1台 程度 要する。

なお・設置 当初60台 を設置 し、次年度25台 を増設す る場 合の価格 の変動 も知 らせ て ードさい。

(1◎XYプ ロ ッター:A21台
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(11)デ ジタイザー:AO1台

(12)タ ブレッ ト:A310台

3.ソ フ トウェア
ー覧表 にして下 さい

。

(1)基 本 ソフ トウェア オペ レーテ ングシステムを含 む

応用 ソフ トウェア

その他

(2)奈 良大学 が必要 とす る処理 プログラム

FORTRAN,COBOL(漢 字 を含む),C言 語,LISP,

PL/1,BASIC,PASCAL,PROGROG,

ア ッセ ンブラー

(3)プ ログラムパ ッケージと して

SAS,SPSS,ODYSSEYを インプリメン トした場合の料 金

(4)そ の他

4.支 援体制 につい て

SE,CEに ついては、大学 に常駐 して支援 されるか、常駐で きない場合の支援体制(特 にSE)

についての条件 を知 らせて下 さい。

また、サ ービス体制 について もお知 らせ ドさい。

5.自 動運転機 をつ けた場合 とつけない場 合、特 に価格 の異同 について もお知 らせ 下 さい。

6.そ の他特記事項があればお知 らせ 下さい。

以上

(4)電 算機検討委員会記録

時

所

者

題

席

日

場

出

議

昭和61年7月8日(火)12:40-13:15

学長室

水野(柳)、 市川、中川、木村 、碓井 各委員、7泉(外 部)、 松井教務課長

(1)機 種 の選定 について

(2)セ ンターの運営 について

(1)について

7月14日(月)-16日(水)に おい て各業者 の機種 についての ヒヤ リングをお こな う。委員 の方 で

都合が よければ出席願いたい。

日 程 午 前 午 後

7月14日(月)日 立DEC

l5日(火)NEC富 十通

16日(水)三 菱

(2)について

文学部 と してのセ ンター運営 について

地理学科 における利 用方法 ・カ リキュラム等につ いて案を検 討願 いたい。

企画委員会 ・教 務委員会等 において も方針 の検討 を願 いたい。

なお、(1)の ヒヤ リングには今泉先生 に出席 をしていただ く。

以上

(5)電 算機検討委員会記 録

日 時 昭和61年8月12日(火)10:/i

場 所 学長室

議 題1.電 算機製造 会社 に関する所 見について

2.そ の他

8/12委 員会で下記の通 り決定。
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電算機製造会社 に関する所見

S61.8.12

電算機検 討委員会

1.電 算機 システム提 案会社お よび説明聴取状況

(1)日 立製作所3名7月14日 午前

(2)理 経 ・日本DEC2名 〃 午後

(3)日 本電気株式会社4名7月15日 午前

(4)富 士通株式会社2名 〃 午後

(5)三 菱電機株式会社2名7月16日 午 前(他 に丸善2名)

2.説 明聴取

各社 よ り提案説明約 ユ時間後、 質疑応 答約1時 間を実 施 し、補充 説明 と提案変 更について は、

7月31日 までに書面で提 出す るように求めた。

書面 は 日本電気のみ。7月30日 。

3.問 題点

① 各社 とも提案 システムはやや過 大で、価 格面 に も問 題があ り、 システム及 びソフ トともに詳

細 な検討が必要であ る。

② 日立製作所

提案 システム自体 はさほ ど問題 はないが、全般 的な過 大で価格 も高い。

主 システムの変更 を含め システムの全般 的検討 の ヒ、現 在の価格 の'1額 以 ドにお さえ られ るな

らば考慮で きる。画像処理 については、提 案 システムの稼働 は未経験 らしい。

③ 日本DEC

他社 との構成 を全 く異 にす る。外資 系であ るので 大幅 な値引 の 可能性 はない。但 し、補助 機

材 としての性能 は高い。

④ 日本電気

教育 用に使用す る とき九州大学情 報処理教 育セ ンターが 日本電気 か ら富 」二通 に変 更 した後有

効 に使 用で きた とされる点 に不安 がある.提 案端 末機 の評価 は高いが最近 キーボ0ド の故 障が

多 く、対応 が悪 い。但 し、IBM互 換性 を持 たないの で、補助 と して他 社の スーパー ミニ コ ン(例

DEC製 、VAXSTATIONH/pc約1下 一万円)をEfi_急 に設置する ことが望 ま しいので、価格面

での調整 を要す る。

⑤ 富十通

教育用 に使 用で きるが、端 末機FMi6β の評値iが安定せ ず、 ソフ トMS-DOSに 欠陥が存

在す る。今年未発表の新機種 を見て検 討す るのが適 当で ある。

⑥ 三菱電機

初心者教 育用 と しては疑 問があ り、奈 良県 ドでの実績 が少 ない、,画像処 理関係の発展性 が少

ない。

4.各 社 とも一一長 一一短 はあるが、性 能 と価格 及び将 来性か ら見る と日本電気 と富⊥通が適 当である。

日立 とも半額以 下で適当な システムを提案 で きるな らば候補 にLげ られ る。

63年3月 一4月 に予想 される時期 には提 案相 当の新機種 に変更 され る ことも予想 されるので、

本契約が 予想 され る62年4月 一6月 まで、で きる ならば ヒ記2-3社 を競合 させ、 システム及び

価格 の交 渉 を有利 に進 めたい。 この際 にはL記 の問題点㊦ 日本電 気の非IBM互 換 性② 富 士通 の

端末機 に留意する必 要がある。

以上
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(6)電 算機検討委員会記録

時

所

者席

日

場

出

昭和61年25月8日(木)16:00-17:30

学長室

西村学長 、水野(柳)委 員長

市 川、中川、野崎、碓井、泉 各委員

今西 事務局長 、伊佐準備室長、内 田総務課長、松井教 務課長、山本総務係長

審議の経 過並 びに結果 につ いて

1.電 算機提案 会社 の選定 につ いて

水野委員長 よ り、電算機提 案会社5社 の内、富 一}通及びNECの2社 に絞 った との説明があっ

た。 また、最終 決定 につい ては、10月2日NEC、3日 富士通 と話 し合 い、4日 に鈴鹿 工業高

等専 門学校 の今泉教授 を まじえて業者 を選定 す る予定 であ り、委員の先生 も、出席願い たい と

報告があ った。

2.シ ステム選定 の方針 につ いて

電算機 システムは、63年 か ら一一般教育 で実施 され る 「情報科学」及 び社会学部の 「電算機概論」、

「プログラム言語」、「情報科学論」 の授 業 をお こな えるよ うな ものの方針 で行 きた い と水野委

員長 よ り提案 があ り、審議 された。

審議 の結 果、 文学部の授 業(特 に地理学科)も 加 えて検討 す る。地理学科 につい ては、電算

機 を使 った授 業の案 を示す こ とになった。

3.補 助金 について

水野委員長 よ り、電算機 を使 用す る場合 、国の補助金 を受 け るよ うに したい と説 明があ り、

伊佐準備室長 よ り補助 金につ いて説 明が あった。

補助金 について は、本年度 内に電算機 を使用 した特色 のあ る授 業 内容 につい て検討 し、本年

度内 に文部省 と折衝 する予定。
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